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問

■生徒指導研究協議会及び生徒指導主任等研修会
　11月 26日（金）、各学校の生徒指導の課題とその対応について、協議いたしました。
　その中で、ゲーム依存により、心が不安定になりやすい状態となり、不登校や友達とのトラブルに
つながっているのではないかという意見が出され、多くの学校で対応している状況が話題となりまし
た。
　大崎町教育委員会としても、一人一台端末のフィルタリング等の使用制限をかけたり、「携帯・スマ
ホ等使用ルール 10か条」の徹底を PTA連絡協議会等と協力してお願いしたりしているところです。
　デジタル端末は、今後さらに、生活に欠かせないものになることが予想されますが、心身の健康に
影響を与えない使い方ができるよう、各家庭と協力しながら指導を進めていきます。

「携帯・スマホ等使用ルール 10か条」 ※一部簡略した文にしています。

　【子供の努力義務】
　　①使用時間は、午後９時までとします　　　　　②学習中、食事中は使用しません
　　③人の悪口や嫌がることを絶対に書きません　　④個人情報は、教えません
　　⑤有料サイトは保護者の許可をとります　　　　⑥知らないメールには、応じません

　【保護者の努力義務】
　　⑦学校へは持たせません　　　　　　　　　　　⑧フィルタリングを設定します
　　⑨使用方法や時間については話し合います　　　⑩暗証番号等は管理します

　僕は、将来、消防士になりたいと考えている。これには、母の死が影響している。
　母は、僕が中学一年生の時、白血病で亡くなった。明るくて優しくて、料理も掃除も手を抜かず、
何でもできた自慢の母だった。今でも夢に出てくるが、その度に家族の大切さや命の重さを実感する。
父や周りの方たちに支えられながら過ごすうちに、「僕と同じ思いを誰にもしてほしくない。」「誰かに
寄り添ってあげられるような人になりたい。」と思うようになった。
　そんな時、インターネットで消防士の訓練の動画を見た。人命救助の模擬訓練など危険なものだっ
たが、命を守るためなら何でもするという覚悟を感じた。「消防士になりたい。」僕は、運命を感じた。
　三年生になると、消防署で職場体験学習をさせていただいた。実際の出動の場面に遭遇したが、張
り詰めた緊張感に圧倒された。様々な話も聞かせていただき、「やはり僕にはこの職業しかない。」と改
めて思った。
　僕は今、この夢に近づくため、毎日筋肉トレーニングを行っている。また、困っている人がいたら
相手の様子を冷静に判断し、自分にできることを精一杯行うように心がけている。「将来に役立つよう
に勉強はしっかりしなさい。」という母の言葉を胸に抱き、勉強も頑張り、これからもっと成長してい
きたい。
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